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「長崎県気候変動適応センター」は、様々な分野の気候変動の適応に関する情報を一元化し、情報発信に取り組んでいます。

長崎県気候変動適応センターの役割と将来イメージ

国との連携及び共同研究等の推進

環境省・気象庁・国環研等

事業者との連携・取組照会等

事業者の方々

学術機関・公設試等

庁内・市町との連携・協力

自治体

調査結果及び予測に基づく情報発信及び施策等への提案

approachesapproaches
長崎県気候変動適応センターでは、気候変動への「適応」について、県内の様々な場所で活動しています。

ホームページやSNSでの情報発信 ／ 研修会・セミナーの開催 ／ 環境イベントでのブース出展 ／ 
中高生を対象とした勉強会 ／ etc.

長崎県気候変動適応センターの取り組み

〒856-0026 長崎県大村市池田 2-1306-11 
TEL.0957-48-7560  FAX.0957-48-7570

https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/kurashi-kankyo/kankyohozen-ondankataisaku/kikouhendo/

主な取り組み

環境イベントへの出展

気候変動適応セミナー

中高生を対象とした勉強会

環境イベントへの出展 小学校での気象観測

ワークショップ

HP Twitter

長崎県気候変動適応センター
（長崎県環境保健研究センター内）

研究機関との連携及び共同研究等の推進

長崎県気候変動
適応センター

気候変動には「緩和」●と「適応」の対策が必要です！

Local Climate 
Change Adaptation Center

in Nagasaki Prefecture
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長崎県気候変動適応センター

気候変動への
《適応》

事業者の方々

このリーフレットは「環境省 令和4年度 国民参加による気候変動情報収集・分析委託業務（長崎県）」により作成したものです。



自然災害

●気候変動の影響についての関心度は90％ ●気候変動に関して県にどのような取り組みを期待しますか

あまり関心がない

まったく関心がない
1％ 

9％

●長崎の100年間の年平均気温推移

●長崎県でも気候変動の影響が出てきています。

●九州・山口県の1時間降水量が50mm以上の年間発生回数
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気候変動の影響 これからの適応策

●土砂災害の発生が増えています。

●長崎県では、現在や将来の気候変動による影響に対して以下のような適応策を進めています。
長崎県で取り組んでいる適応策

●猛暑による健康被害が懸念されています。健康被害
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　2012～2021年の10年間の
　平均回数の比較

出典 ： 日本の気候変動2020（文部科学省・気象庁）
　　   九州・山口県気候変動監視レポート2021（福岡管区気象台）
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●長崎県の年齢別の熱中症救急搬送者数（2020～2022年）

国土交通省公表データより作成

消防庁公表データより作成 2022年「ながさきWEB県政アンケート」から消防庁公表データより作成
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●長崎県の土砂災害発生件数（土石流・地すべり・がけ崩れ）の推移

●熱中症を予防しよう！

短時間強雨の
発生回数が

40年間で

1.5倍増加

長崎の年間の
平均気温は

100年間で

1.5℃上昇

※

●長崎県の熱中症救急搬送者数（2010～2022年）
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私たちにできる適応策

●水産業分野では、磯焼け（藻場の減少）対策を行っています。

ウニ（ガンガゼ）の駆除の様子 藻場の再生の取組として母藻設置の様子

地球温暖化が進み、気温が上がることで、熱中症になる可能性
が増え、これまで以上に熱中症に気をつける必要があると考えら
れています。暑い日は、水をこまめに飲んだり、外に出るときは、帽
子をかぶったりして、熱中症予防しましょう。

●自然災害にそなえよう！
雨が降る日が少なくなる可能性がある一方で、一度に降る雨の
量が極端に多くなったり、大型の台風が来る可能性があります。
災害にそなえるために、避難場所や避難経路を調べておくことも
大事です。
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気候変動の将来予測

環境学習

県民との協働
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●農業分野では、高温に耐えられるお米の品種（高
温耐性米）の普及を行っています。

ある程度関心がある

45％

とても関心がある

45％

高齢者と運動の機会が
多い中高生

要注意 情報発信に
注力しています！

適応策に関する情報発信

県民の意識


